
第 24 回全国棚田（千枚田）サミット開催 ‥‥‥２、３

８月から福祉医療費の給付方法が変わります‥‥４

平成 30 年８月からごみ処理広域化が始まります‥６、７

農業委員と農地利用最適化推進委員が決まりました‥７
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中
山
間
地
域
の
農
業
活
動
は
、
平
地
と
比
べ
、
労
力
な
ど
活
動

負
担
が
大
き
い
た
め
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
な
ど
、
傾
斜

地
農
業
に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
傾
斜
地
の
農
業
は
、
高
齢
化
や
農
業
離
れ
に
よ
り
衰
退
し

て
お
り
、
山
間
地
の
農
地
は
年
々
荒
廃
す
る
面
積
が
増
加
し
て
、

防
災
面
・
生
活
面
で
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
状
態
で
す
。
こ
れ

は
小
谷
村
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
の
山
村
地
域
も
同
様
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
課
題
や
現
状
、

今
後
の
目
指
す
べ
き
方
向

性
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

考
え
た
り
、
提
案
し
た
り

す
る
、
こ
れ
が

棚
田
サ

ミ
ッ
ト

で
す
。

　
全
国
に
は
多
く
の
傾
斜

地
の
農
地
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
傾
斜
地
の
農
地
は

『
棚
田
』
と
言
わ
れ
、
す
ば

ら
し
い
景
観
を
演
出
し
て

い
ま
す
。
こ
の
『
棚
田
』
を

守
る
人
々
、『
棚
田
』
を
応

援
す
る
人
々
が
集
う

棚

田
サ
ミ
ッ
ト

が
小
谷
村

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
平
成

年
　
棚
田
を
共
有
す
る
市
町
村
と
棚
田
の
保

全
を
考
え
る
団
体
、
個
人
な
ど
で
組
織
す
る
『
全
国
棚
田

連
絡
協
議
会
』
へ
加
入
し
ま
し
た
。
現
在
協
議
会
は
、
自

治
体
が

市
町
村
、
個
人
・
企
業
等
団
体
１
０
０
会
員
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
年
１
回
情
報
交
換
や
会
員
の
親
睦
・

交
流
な
ど
を
目
的
に
、『
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
』
を
開
催
し
ま
す

が
、
平
成

年
は
小
谷
村
が
開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
棚
田
保
全
に
関
わ
る
人
々
が

参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
小
谷
村
で
は
、
約
５
０
０
名

程
度
参
加
を
見
込
み
、
会
場
準
備
、
お
客
様
へ
の
案
内
・

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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棚
田
サ
ミ
ッ
ト
は
何
人
く
ら
い
の
参
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
か
？

　
　
現
在
５
０
０
人
の28
参
加
者
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
は
長
崎
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
７
０
０
人
を
超
え
る

31

参
加
者
で
し
た
。

　
　
ど
う
し
て
小
谷
村
で
開
催
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　
　
会
員
の
自
治
体
で
開
催
地
を
決
定
し
ま
す
が
、
平
成

年
に
開
催
地
選
定
委
員
会
に
て
小
谷
村
が
推
薦
さ
れ

て
決
定
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
平
成

年
佐

賀
県
玄
海
町
、
平
成

年
新
潟
県
佐
渡
市
、
平
成
2729

年
長

崎
県
波
佐
見
町
、
平
成

年
山
口
県
長
門
市
。

　
　
小
谷
村
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ミ
ッ
ト
を
目
指
し

て
ま
す
か
？

　
　
会
員
自
治
体
は
、
景
観
の
す
ば
ら
し
い
棚
田
地
域
ば

か
り
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
小
谷
村
は
全
国
棚
田
百
選
な

ど
に
選
ば
れ
る
棚
田
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
小
谷
村

は
こ
こ
で
生
活
す
る

皆
さ
ん
の
活
動
や
こ

の
地
の
特
徴
な
ど

テ
ー
マ
に
し
た
サ

ミ
ッ
ト
に
す
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
ま

す
。
観
光
と
農
業
、
住

民
の
つ
な
が
り
な

ど
、
小
谷
村
ら
し
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

お
も
て
な
し
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
あ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
・
団

体
・
関
係
者
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
も
１
０
０
名
を
超
え
る
動
員
と
な

り
ま
す
。
お
祭
り
シ
ー
ズ
ン
と
も
重
な
り
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

Ａ Ｑ
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９月９日（日） 
時　間 行事内容 場所（会場）

7：30～ 北アルプスめぐりツアー 小谷村内及び白馬周辺 全９コース

11：30～ 閉会式 栂池社会体育館

　12：00　　 解散

時　間 行事内容 場所（会場）

16：00～ 平成30年度全国棚田連絡協議会理事会・総会 白馬アルプスホテル

18：30～ 情報交換会 白馬アルプスホテル

時　間 行事内容 場所（会場）

９：30～ オープニング　 栂池社会体育館

10：00～　 開会式 栂池社会体育館

10：30～　

小谷村事例ディスカッション

これからの農業を考える！　

～山間地農業の共存の在り方　

栂池社会体育館

12：00～ 休憩・昼食・移動

13：30～

①第１分科会

　中山間地の過疎を救う

　～移住農業女子が集まる魅力～

栂池観光総合センター

３F会議室

②第２分科会

考えよう！農と観光のコラボレーション

～棚田の生き残りに賭ける～

ホテル　イブプラザ　ホール

③第３分科会

小谷村の暮らしから見る“食と農”

～箱膳が伝える『食べごとの心』～

栂池観光総合センター

２Ｆ和室

④第４分科会

　棚田の保全と整備を考える（信州大学）
ロッジ若松荘　ホール

⑤第５分科会　

　棚田が育む生命（東京農業大学）

　～小谷の生物が伝える自然環境～

ホテルセルリアンアルペン

ホール

⑥第６分科会　

　棚田まもりびとミーティング

　～棚田はどのように守るのか～

栂池パーク

⑦第７分科会　

　世界の傾斜地農業を語ろう
栂池スキー学校

⑧第８分科会　

　自然の中で支えあう姿

　真木集落「アラヤシキの住人たち」のいま

栂池社会体育館

18：30～ 全体交流会 ホテル　グリーンプラザ白馬

９月７日（金）

９月８日（土）

日時　平成30年９月８日（土）・９日（日）　　場所　栂池社会体育館ほか村内各地

第24回 全国棚田（千枚田）サミット 開催内容第24回 全国棚田（千枚田）サミット 開催内容

(3) 広報おたり　平成30年７月号



（例）　医療費10,000円、保険診療の自己負担2,000円（2割）の場合。

新しい給付方式
（現物給付方式）

現在の給付方式
（償還払い方式）

18

　
福
祉
医
療
費
給
付
制
度
は
こ
れ
ま
で
、
病
院
等
の
窓
口
で
保
険
診
療
の
一

部
負
担
金
を
支
払
っ
た
後
に
村
か
ら
給
付
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
か

ら
、

歳
ま
で
の
方
は
、
窓
口
で
５
０
０
円
（
最
大
）
支
払
う
こ
と
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
新
し
い
給
付
方
法
の
対
象
と

な
る
医
療
費

・
医
科
、
歯
科
、
調
剤
、
訪
問
看

護
療
養
費

※
柔
道
整
復
師
の
施
術
療
養
費

は
、
引
き
続
き
現
在
と
同
じ

給
付
方
法
に
な
り
ま
す
。

◎
次
の
場
合
に
は
、
病
院
の
窓

口
等
で
自
己
負
担
金
を
支
払

い
、
領
収
書
を
受
け
取
り
、
小

谷
村
役
場
住
民
係
窓
口
ま
で

領
収
書
と
福
祉
医
療
受
給
者

証
を
持
参
し
て
き
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
証
を
医
療
機
関
で
提

示
し
な
か
っ
た
場
合
。

・
長
野
県
外
の
医
療
機
関
を
利

用
し
た
場
合
。

・
医
療
機
関
が
新
し
い
給
付
方

式
に
対
応
し
て
い
な
か
っ
た

て
、
ス
ポ
ー
ツ
共
済
の
対
象

と
な
る
医
療
費
は
、
福
祉
医

療
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
ス
ポ
ー
ツ
共
済
の
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
領

収
書
と
福
祉
医
療
受
給
者
証

を
持
参
し
、
小
谷
村
役
場
住

民
係
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

・
８
月
以
降
、
18
歳
ま
で
の
方

は
、
現
在
お
使
い
の
福
祉
医

療
受
給
者
証
が
使
え
な
く
な

り
ま
す
。

・
７
月
31
日
ま
で
に
18
歳
ま
で

の
方
に
新
し
い
受
給
者
証
を

配
付
致
し
ま
す
。

・
古
い
受
給
者
証
に
関
し
ま
し

て
は
、
お
手
数
で
す
が
、
小
谷

民
係
ま
で
返
却
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◎
国
や
県
の
公
費
負
担
医
療
の

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

・
福
祉
医
療
よ
り
も
国
や
県
の

公
費
負
担
医
療
が
優
先
さ
れ

ま
す
の
で
、
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
保
険
証
、
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
と
一
緒
に

国
や
県
の
公
費
負
担
医
療
の

受
給
者
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
薬
局
を
利
用
さ
れ
る
際
の
留

意
点

・
薬
局
で
は
、
医
療
機
関
が
発

行
し
た
処
方
箋
ご
と
に
上
限

５
０
０
円
を
薬
局
の
窓
口
で

お
支
払
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

場
合
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
共
済
の
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
場
合

・
ス
ポ
ー
ツ
共
済
の
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
福
祉
医
療
を
使
用
せ
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
共
済
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し

村
役
場
住
民
係
ま
で
、
確
実

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、

満
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
小
谷
村
か
ら
転
出
さ
れ

る
と
き
、
受
給
者
証
の
有
効

期
限
が
切
れ
た
時
は
、
必
ず

受
給
者
証
を
小
谷
村
役
場
住

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
下
記
連
絡
先
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　（
担
当：

大
日
方
）

　
電
話
　
８
２
‐
２
５
８
１

◎
18
歳
ま
で
の
お
子
様
が
い
る

方
へ
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 第
３
回
買
い
物
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

　
お
た
り
54
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を

叶
え
る
具
体
的
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
買
い
物
に
不
便
や
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
を
対
象
に
「
買
い
物
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
３
回
は
下
記
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
７
月
25
日
（
水
）
午
後

■
行
先
　
白
馬
村
内

（
ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
　
等
）

■
対
象
者
　
運
転
免
許
返
納
者
や
ご
自

分
で
運
転
し
な
い
方
な
ど
買
い
物
に

不
便
を
感
じ
て
い
る
方
、
将
来
の
買

い
物
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

■
対
象
地
域
　
大
字
千
国
地
域

■
募
集
人
数
　
15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
３
０
０
円
（
茶
菓
付
き
）

※
今
年
度
か
ら
有
料
に
な
り
ま
し
た

■
募
集
締
切
　
７
月
18
日
（
水
）

　
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
移
動
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
介
助
ス

タ
ッ
フ
も
同
行
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
特
産
推
進
室
　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
　
村
上
・
佐
々
木

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
９

第
３
回
買
い
物
ツ
ア
ー

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
１
割
ま

た
は
２
割
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
８
月
か
ら
、
65

歳
以
上
の
方
で
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
方
に
は
３
割
の
負

担
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
た
だ
し
、
月
々
の
利
用
者
負
担
額
に
は
上
限
が
あ
り
、
そ
れ

を
超
え
て
支
払
っ
た
分
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
７
月
上
旬
か
ら
順
次
「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
改
正
に
係
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
負
担
割
合
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の
負
担
割
合

が
３
割
に
な
り
ま
す
。

①
と
②
に
該
当
す
る
方

①
本
人
の
合
計
所
得
金
額
２
２
０
万
円
以
上

②
同
じ
世
帯
の
65
歳
以
上
の
方
の
【
年
金
収
入
＋
そ
の
他

合
計
所
得
金
額
】
が
単
身
世
帯
の
場
合
３
４
０
万
円
以

上
、
２
人
以
上
世
帯
の
場
合
４
６
３
万
円
以
上

■
お
問
い
合
わ
せ
は

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
　
介
護
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
　
電
話
２
２
‐
７
１
９
６

・
小
谷
村
役
場
　
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
電
話
８
２
‐
２
５
８
２

新
し
く
８
月
か
ら
３
割
負
担
に
な
る
方
の

所
得
等
要
件

『
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
７
億
円
！
』

●
１
等
　
５
億
円
×

●
前
後
賞
各
　
１
億
円
×

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
３

０
億
円
・

『
同
時
発
売
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
７
千
万
円
！
』

●
１
等
　
５
千
万
円
×

●
前
後
賞
各

　
１
千
万
円
×
１
０
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
３
０

０
億
円
・

■
発
売
期
間

　
７
月
９
日
（
月
）
か
ら

　
８
月
３
日
（
金
）
ま
で

■
抽
せ
ん
日
　
８
月

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

平成30年度  54ぷろ企画 「買い物ツアー」年間計画

３

日　程

  ７月25日（水）

対象地区

大字千国

行　先

白馬村

備　考

参加費 300円（茶菓付き)

４   ８月10日（金） 大字中土 白馬村 参加費 300円（茶菓付き)

５   ９月19日（水） 大字中小谷 白馬村 参加費 300円（茶菓付き)

６ 10月24日（水） 大字北小谷、中土（中谷） 糸魚川市 参加費 1500円程度（昼食付き)

※日程・行先は変更になる場合があります。その場合、村の広報誌やチラシ等でお知らせします。
※11月以降の日程については、決まり次第お知らせします。

「サマージャンボ宝くじ」と
「サマージャンボミニ」が、
　７月９日（月）から全国で
　２種類同時発売されます

10 21

本

本

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

本

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

14
日
（
火
）

21

42
50
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　北アルプス広域連合は、８月から大町市・白馬村・小谷村の３市村から出されるごみの広域処理を始め

ます。平成30年７月末をもって、白馬山麓清掃センターは燃えるごみの焼却を停止し、大町市源汲の新ご

み焼却施設（北アルプスエコパーク）が本稼動となります。

平成30年８月から ごみ処理広域化が始まります

広域化後も地区ステーションでの回収は今までと同様に行います。

●広域化した後の主な変更点について
（1）白馬山麓清掃センターで、可燃ごみと資源物の受け入れを行ないます。
　　（可燃ごみは、パッカー車へ積み替えます）

（2）営業施設など事業内で出た可燃ごみを白馬山麓清掃センターへ直接搬
入する場合は、「※ 事業系ごみ袋」をご利用下さい。

（3） 干国崎倉庫での資源物回収は、８月から第２土曜日のみとなります。

●受入れ時間と持ち込み方法（両施設への持ち込みが可能となります。）

北アルプスエコパーク

分別品目 持ち込み方法 白馬山麓清掃センター 北アルプスエコパーク

燃えるごみ
指定袋に入れる ○ ○

指定袋以外
（重量による料金徴収） × ○ 

(10kgにつき200円）
金属類 指定袋に入れる ○ ○
乾電池

何も入れずそのままでよい 
○ ○

瀬戸物・ガラスくす ○ ○
アルミ缶 ○ ○
新聞 ひもでしばる

(紙ひもでなくてもよい) 
○ ○

雑誌 ○ ○

ダンボール ひもでしばる又はそのまま
(紙ひもでなくてもよい) ○ ○

雑がみ・チラシ

何も入れずそのままでよい

〇 〇
プラスチック製容器包装 ○ ○
白色トレイ ○ ○
紙製容器包装 ○ ○
紙パック ○ ○

ガラスびん
無色 ○ ○
茶色 ○ ○
その他の色 ○ ○

ペットボトル ○ ○
衣類・布類 ○ ○
小型家電類 ○ ○
蛍光灯・蛍光ランプ ○ ○
水銀式温度計・体温計 ○ ○
廃食用油　
※家庭で使用されたものに限る

透明な空き容器、ボトル
(一斗缶はだめ) ○ ○

可燃性粗大ごみ
※長さが180cm以下、厚さや太
さが5cm以下のもの(布団、カー
ペット、家具など)

そのまま
(重量による料金徴収) × ○

(10kgにつき200円） 

月曜日～金曜日　　午前９時～午後３時
※土・日・祝日は休業

夏季、冬季間に特別受入日あります。
(日程はその都度お知らせします)

月曜日～金曜日　　　午前９時～午後４時
土曜日・第４日曜日　午前９時～午前11時
※日・祝日は休業

白馬山麓清掃センター 北アルプスエコパーク
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（4）指定ごみ袋が変わります。8月1日から今までと同じお店で販売されます。（役場窓口での販売は行いません）
　　 また、残ってしまった現在の指定ごみ袋も2020年7月31日まで2年間使用することができます。

もえるごみ
専用

大：１枚の容量 45ℓ 大：１枚の容量 45ℓ495円 586円　　(1巻10枚） 　　(1巻10枚）

中：１枚の容量 30ℓ 中：１枚の容量 30ℓ344円 375円　　(1巻10枚） 　　(1巻10枚）

小：１枚の容量 20ℓ 小：１枚の容量 20ℓ253円 275円　　(1巻10枚） 　　(1巻10枚）

金属類専用

※ 事業系ごみ袋 「金属類」のみ金属類専用の袋に入れて出す。795円 「瀬戸物・ガラスくず」は透明な袋に入れて出す。１枚の容量 45ℓ(1巻10枚）
・
・

※上記は参考価格（税込）です。袋の代金は、販売店により異なります。

（5）紙類をしばるひもは、紙ひもでなくても使用できます。

今後も村民の皆様ひとりひとりがごみの減量・リサイクルへ積極的に取り組んでいただくことをお願いします。

農業委員と農地利用最適化推進委員が決まりました農業委員と農地利用最適化推進委員が決まりました

氏 　名

農業委員と担当地区
主な担当地区名

（敬称略）

会長　　
　見田　勇治

三ヶ村、下寺、島塩坂、湯原

職務代理
　清水　秀雄

下里瀬、虫尾、北雨中、南雨中

　深澤　　勉 滝の平、坪の沢、梨平、川上、栂池

　栗田　　優 五区、千国、栂池北（親の原・沓掛）

　宮嶋　　信 土倉、蕨平、峯・立屋

　中川　　透 黒川、伊折、月岡、池の平、平間、日道

　小林　康男 池原下、池原、石坂、来馬

　鷲澤　啓二 土谷全域

　太田　稔夫 中谷全域

　小池　利治 深原、李平、大網、姫川温泉、戸土

　千國日出子 村内全域

　田原富美子 村内全域

農地
氏 　名

利用最適化推進委員
主な担当地区名

（敬称略）

丸山　芳雄 大字中土及び大字北小谷

相澤　繰子 大字千国及び大字中小谷

委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
農
業

委
員
会
長
に
三
ヶ
村
の
見
田
勇

治
さ
ん
が
、
会
長
職
務
代
理
に

下
里
瀬
の
清
水
秀
雄
さ
ん
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
地
法
改
正
に
よ
り

農
地
の
現
状
の
把
握
を
現
場
で

確
認
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推

　
５
月
21
日
に
行
わ
れ
た
農
業

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は

３
年
間
で
す
。

が
改
選
さ
れ
、
12
名
の
農
業
委

　
任
期
満
了
に
よ
り
農
業
委
員

進
委
員
の
設
置
が
求
め
ら
れ
、

千
国
崎
の
相
澤
繰
子
さ
ん
と
太

田
の
丸
山
芳
雄
さ
ん
が
農
業
委

員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
等

各
種
法
律
に
基
づ
き
農
地
の
適

正
管
理
や
権
利
移
動
等
に
つ
い

て
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
て
審

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
や
農
業
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
農
業
委
員
会
事
務

局
（
観
光
振
興
課
農
林
係
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

■
次
回
の
開
会
予
定

　
７
月
20
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
８
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今
、
地
域
を
元
気
に
で
き
る
「
第

三
の
人
口
」
と
し
て
着
目
さ
れ
て

『
関
係
人
口
』。
地
域

い
る

お
こ
し

協
力
隊
が
、
小
谷
の
関
係
人
口
に

な
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、「
関
係
人

口
の
５
ス
テ
ッ
プ
」
を
追
い
な
が

ら
毎
月
ひ
と
り
ず
つ
ご
紹
介
し
ま

す
。

ス
テ
ッ
プ
１
　
興
味
を
も
つ

　
将
来
は
田
舎
に
住
み
た
い
、
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
た
の
は
高
校

生
の
頃
で
す
。
毎
日
の
電
車
通
学

で
「
大
人
に
な
っ
て
も
こ
ん
な
生

活
は
嫌
だ
な
」
と
思
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
を
卒
業
し
て
、
初
め
て
就

職
し
た
の
は
、
駅
構
内

舗
を
展
開
す
る
大
手

な
ど
に
店

ん
。
厨
房

の
パ
ン
屋
さ

が
ガ
ラ
ス
張
り
で
、お
客

様
の
顔
を
見
な
が
ら
パ
ン
作
り
が

で
き
る
環
境
は
気
に
入
っ
て
い
ま

し
た
が
、
配
属
さ
れ
た
店
舗
は
大

阪
の
地
下
鉄
の
駅
の
構
内
。
家

く
以
外

か

ら
駅
ま
で
歩

は
、
ほ
と
ん

ど
外
に
出
る
こ
と
の
な
い
生
活
に

「
太
陽
を
浴
び
な
い
と
ダ
メ
だ
」と

危
機
感
を
感
じ
て
退
職
し
ま
し

た
。

ス
テ
ッ
プ
２
　
愛
着
を
も
つ

　
そ
の
後
、
群
馬
県
嬬
恋
村

や
、
志
賀
高
原で
の

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫

で

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

数
年
間
短
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
渡

り
歩
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫

は
初
日
を
終
え
る
と
体
が
動
か
な

く
な
る
ほ
ど
ハ
ー
ド
で
し
た
が
、

単
純
に
「
や
っ
ぱ
り
太
陽
は
い
い

な
」
と
身
に
し
み
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
３
　
通
う

　
日
本
の
数
あ
る
田
舎
の
中
か
ら

小
谷
村
に
辿
り
着
い
た
き
っ
か
け

は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
高
校
の
頃
か
ら
滑
り
始
め
、
就

職
し
て
か
ら
も
度
々
ゲ
レ
ン
デ
に

足
を
運
び
ま
し
た
。

　
た
だ
単
に
滑
る
こ
と
が
好
き
と

い
う
よ
り
も
、
滑
っ
た
後
に
そ
の

地
で
食
べ
る
ご
飯
が
美
味
し
く

て
、そ
の
時
間がが、

徐好
き
で
し
た

々

。そ

ん
な
思
い
出

に
「
ゲ
レ
ン

デ
の
あ
る
場
所
で
お
店
を
や
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
り
ま

す
。

　
目
標
を
認
識

て
、
今
の
自
分

し
て
あ
ら
た
め

に
足
り
な
い
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
と
奮

起
。
焼
き
鳥
居
酒
屋
の
正
社
員

し
て
、
様
々
な
店
舗
の
店
長
を
と務

め
る
な
か
で
、
焼
き
鳥
を
焼
く
技

術
は
も
ち
ろ
ん
、
店
舗
の
経
営
や

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
特
に
、
新
店
舗
立
上
げ
の

時
、
そ
の
地
で
お
客
様
を
獲
得
す

る
た
め
に
模
索
し
た
経
験
は
、
と

て
も
実
践
的
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
４
　
交
流
す
る

　「
い
ざ
、
田
舎
へ
」
と
決
意
し
、

最
初
に
足
を
運

は
白

馬
村

ん
だ
の
は
実

で
す
。
ゲ
レ
ン
デ
街
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

と
し
て
、
一

は
訪
れ
な
い
と
、

と身
赴
き
ま
し
た
。度

そ
の
時
は
１
泊

２
日
の
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、

小
谷

た
。
を
知
る
こ
と
な
く
帰
り
ま
し

　
小
谷
を
知
っ
た
の
は
そ
の
後
、

愛
知
県
の
移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
し

た
時
で
す
。
焼
き
鳥
屋
は
土
曜
日

に
休
み
を
と
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
体
調
を

崩
し
、
休
養
期
間
中
に
そ
の
移

住跡
的フ
ェ
ア
が
あ
っ
た
こ
と
は
奇

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
５
　
拠
点
を
も
つ

　
移
住
フ
ェ
ア
か
ら
数
かを
月終

後
、
年
末
年
始
の
繁
忙
期

え
た
頃
に
、
日
帰
り
で
小
谷
村

に
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
役
場

に
寄
っ
て
話
を
聞
く
と
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
今
に
至

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と

　
住
み
始
め
て
み
て
、
本
当
に

綺
麗
な
場
所
で
、
ゲ
レ
ン
デ
も

あ
っ
て
、
美
味
し
い
食
材
を
手
に

入
れ
ら
れ
る
環
境
も
あ
っ
て
、
温

泉
も
あ
っ
て
、
自
分
の
思
い
描
く

目
標
を
叶
え
る
に
は
ぴ
っ
た
り
の

場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分

に
合
う
か
も
分
か
ら
な
い
、
誰
も

知
ら
な
い
土
地
で
、
い
き
な
り
お

店
を
開
く
こ
と
は
難
し
い
の
で
、

協
力
隊
の
制
度
に
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
今
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

に
い
つ
か
、
自
分
の
で
き
る
形
で

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

広報おたり　平成30年７月号 (8)



今
回
の
テ
ー
マ
は
「
脂
質
異
常
症
」
で
す
。

　
７
月
に
な
り
、
徐
々
に
暑
さ
が

◎
脂
質
異
常
症
の
原
因

増
し
て
き
ま
す
が
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
回

・
過
食

自
覚
症
状
は
な
く
放
置
し
て
お

・
運
動
不
足

く
と
重
篤
な
疾
患
に
つ
な
が
る

・
喫
煙

恐
れ
の
あ
る
脂
質
異
常
症
に
つ

・
多
量
飲
酒

い
て
お
話
し
ま
す
。

・
糖
尿
病

・
遺
伝

◎
脂
質
異
常
症
と
は

◎
治
療
の
基
本
は
食
事
療
法
・

　
脂
質
異
常
症
と
は
「
悪
玉
」
と

　
運
動
療
法

呼
ば
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
増
え
た
り
、
中
性
脂
肪

　
脂
質
異
常
症
の
治
療
は
食
事

が
高
く
な
っ
た
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

療
法
及
び
運
動
療
法
か
ら
開
始

ス
テ
ロ
ー
ル
が
減
っ
た
り
し
た

し
ま
す
。

状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
薬
物
療
法
は
、
食
事
療
法
と
運

　
中
性
脂
肪
が
高
く
な
る
と
「
悪

動
療
法
を
行
っ
て
も
脂
質
管
理

玉
」
と
呼
ば
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

の
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場
合
、

テ
ロ
ー
ル
が
小
型
化
し
て
超
悪

も
し
く
は
持
っ
て
い
る
危
険
因

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
な
り
、
血

子
が
多
く
、
動
脈
硬
化
や
脳
梗

管
壁
に
入
り
動
脈
硬
化
の
リ
ス

塞
・
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
疾
患
を

ク
に
な
り
ま
す
。

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
い
場
合
に

　
こ
の
状
態
を
放
置
し
て
い
る

開
始
さ
れ
ま
す
。

と
静
か
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し

◎
食
事
に
つ
い
て

て
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ

た
重
大
な
疾
患
が
発
症
す
る
可

　
中
性
脂
肪
が
活
性
酸
素
に

能
性
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
酸
化
さ
れ
る
と
過
酸
化

脂
質
と
な
り
ま
す
。
そ
の
過
酸
化

脂
質
は
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
体
内
で
過
酸
化
脂
質
を

減
ら
す
に
は
活
性
酸
素
を
抑
え

る
役
割
を
持
つ
「
抗
酸
化
物
質
」

が
有
効
で
す
。

☆
良
い
食
事
内
容

・
レ
ン
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
の
野
菜
、
バ
ナ
ナ
、
り
ん
ご

な
ど
の
果
物

　
（
抗
酸
化
作
用
を
持
つ
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
Ｅ
、
β
カ
ロ
チ
ン
、
活

性
酸
素
を
除
去
し
て
く
れ
る

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多
く
含

む)

・
青
魚
（
イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ
）、
寒

流
を
泳
ぐ
魚
（
サ
ケ
、
タ
ラ
）

　（
含
ま
れ
て
い
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ

Ｈ
Ａ
が
中
性
脂
肪
を
減
ら
す)

・
き
の
こ
、
豆
類
、
海
藻

　
（
食
物
繊
維
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
だ
け
減
ら
す)

・
大
豆
製
品(
抗
酸
化
作
用
が
あ

り
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
を
減
ら
す)

☆
悪
い
食
事

・
鶏
卵
の
黄
身
や
イ
ク
ラ
、
タ
ラ

コ
な
ど
の
魚
卵
（
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
多
い)

　
鶏
卵
の
白
身
（
良
質
な
た
ん
ぱ

く
質
を
含
む
）
は
良
い

・
魚
の
干
物
（
過
酸
化
脂
質
を
増

や
す)

・
脂
身
の
多
い
肉
・
内
臓
（
脂
質

が
多
い)

※
赤
身
や
さ
さ
身
は
良
い

・
時
間
が
経
っ
た
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

な
ど
の
酸
化
し
た
油
（
過
酸
化

脂
質
を
増
や
す
）

◎
効
果
的
な
運
動
に
つ
い
て

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
水
泳

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

・
縄
跳
び

　
上
記
の
よ
う
な
有
酸
素
運
動

は
比
較
的
弱
い
力
が
継
続
的
に

筋
肉
に
か
か
り
続
け
、
エ
ネ
ル

住
民
福
祉
課
福
祉
係

☎
８
２
‐
２
５
８
２

ギ
ー
源
と
し
て
体
脂
肪
が
使
わ

れ
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
改
善
に
効
果
的
で
す
。

　
脂
質
異
常
症
の
発
症
予
防
に

は
日
常
生
活
の
食
事
と
有
酸
素

運
動
が
と
て
も
重
要
で
す
。

(
) 

　
ま
た
、
村
の
健
康
診
断
を
定
期

的
に
受
診
す
る
こ
と
で
自
分
の

健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
健

(
)

(
)

康
な
体
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献

○
生
活
習
慣
病
オ
ン
ラ
イ
ン

　

○
脂
質
異
常
症
と
は
？

○
生
活
習
慣
病
オ
ン
ラ
イ
ン

　

○
脂
質
異
常
の
原
因
と
症
状
は
？

○
生
活
習
慣
病
オ
ン
ラ
イ
ン

　(

○
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
動
脈

硬
化
に
よ
る
疾
患)

○
生
活
習
慣
病
オ
ン
ラ
イ
ン

　

○
治
療
の
概
要

○
か
ら
だ
ノ
ー
ト
Ｐ

（
保
健
活
動
を

考
え
る
自
主
的
研
究
会)

○
岡
庭
豊
（
２
０
１
５
）
病
気
が
み
え
る
　

．３ 

糖
尿
病
・
代
謝
・
内
分
泌
　

　
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
Ｐ

Vol
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14 長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
大
北
支
部
よ
り

「
大
北
地26

域
シ
ニ
ア
の
集
い
２
０
１
８
～
笑
い
と
新
発
見
～
」
の
開
催
の
お
知
ら
せ

　（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社
会
開

■
日
時
　
７
月

日
（
水
）

発
見
し
て
も
ら
う
機
会
と
し

11

発
セ
ン
タ
ー
は
、
誰
も
が
そ
の

正
午
開
場
　
午
後
１
時
開
演

て
、
大
北
地
域
の
各
地
で
活

人
ら
し
く
生
き
抜
く22
、
明
る
く

■
概
要

動
の
団
体
が
、
高
齢
者
の
皆

28

豊
か
な
長
寿
社
会
づ
く
り
を
進

・
第
１
部
「
笑
い
」

さ
ん
に
活
動
へ
の
参
加
を
呼

め
て
い
る
団
体
で
す
。

午
後
１
時
～
２
時

び
か
け
ま
す
。

　
こ
の
度
、
当
セ
ン
タ
ー
大
北

・
柳
家
圭
花
師
匠
　
落
語
公
演

■
場
所
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大

支
部
に
お
い
て
、「
大
北
地
域
シ

・
第
２
部
「
新
し
い
発
見
の
集

町
　
大
会
議
室
　
（
長
野
県

ニ
ア
の
集
い
２
０
１
８
　
～
笑

い
」

大
町
市
大
町
１
６
０
１-

２
）

い
と
新
発
見
～
」
を
開
催
し
ま

午
後
２
時
～
３
時

分

■
そ
の
他
　
入
場
無
料

す
。

・
高
齢
者
の
居
場
所
と
出
番
を

25

地
震
体
験
車
に
よ
る
巡
回
指
導
に
つ
い 30

て

　
北
部
消
防
署
で
は
、
地
震
体

や
初
期
対
応
を
確
認
し
て
み
て

自
主
防
災
会
・
地
区
・
団
体
・

験
車
に
よ
る
巡
回
指
導
を
行
い

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

事
業
所
様
等
は
北
部
消
防
署
ま

ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
ご
指
定
の
場

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
平
成

年

月

日
に
発
生

所
へ
出
向
い
て
ご
指
導
い
た
し

な
お
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本

し
た
「
長
野
県
神
城
断
層
地
震
」

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
自
治
会
や

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

は
当
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も

書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で

た
ら
し
、
ま
た
、
平
成

年
４
月

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
に
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」

24
(h

ttp
://w

w
w

.k
ita

-a
lp

s.o
m

a
 

で
は
震
度
６
前
後
の
激
し
い
揺

ch
i.n

a
g
a
n
o
.jp

/g
y
o
u
m

u
/sy

o
 

れ
が
数
日
間
続
き
、
改
め
て
地

u
b
ou

.h
tm

l)

。

17

震
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら

■
巡
回
期
間
　
８
月

日
（
金
）

20

れ
ま
し
た
。

か
ら
８
月

日
（
金
）
ま
で

　
地
震
体
験
車
は
、
模
擬
ハ
ウ

■
申
し
込
み
期
間
　
７
月

日

ス
を
人
工
的
に
揺
ら
す
こ
と
に

（
金
）
か
ら
８
月
３
日
（
金
）
ま
で

よ
っ
て
、
過
去
の
大
地
震
が
再

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

現
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
今

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

一
度
、
地
震
に
対
す
る
心
構
え

電
話
７
２
‐
０
１
１
９

山
菜
狩
り
＆
山
菜
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
！

ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
山
菜
は
、
下
処
理
の
方

法
や
調
理
方
法
を
教
わ
り
、
気
づ
け

ば
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
の
り
き
ら
な

い
ほ
ど
の
山
菜
料
理
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
と
っ
た
山
菜

の
味
は
ま
た
格
別
で
し
た
。

　
移
住
お
た
め
し
住
宅
で
は
、
村
内

外
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
の
交
流

を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

奇
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

次
回
の
開
催
予
定

イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
ヨ
ガ
＆

　
先
日
、
土
倉
移
住
お
た
め
し
住
宅

ヨ
ガ
料
理
教
室

で
、
土
倉
集
落
の
方
々
を
講
師
に
お

■
講
師
　

プ
ラ
ナ
ワ
　
マ
ヌ
さ
ん

招
き
し
、
山
菜
狩
り
か
ら
調
理
ま
で

（
駒
ヶ
根
在
住
・
イ
ン
ド
ビ
ハ
ー
ル

体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

州
出
身
）

催
し
ま
し
た
。

■
日
時
　

７
月

日
（
日
）

　
当
日
は
村
内
外
か
ら
お
子
さ
ん
を

午
前

時
～
午
後
２
時

分

含
め

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

■
参
加
費
　
材
料
費
１
，
２
０
０
円

た
。
山
菜
狩
り
は
初
め
て
と
い
う
方

程
度
（
参
加
人
数
に
よ
り
増
減
あ
り
）

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
山
や

■
場
所
　
土
倉
移
住
お
た
め
し
住
宅

山
菜
を
熟
知
し
た
ガ
イ
ド
の
方
の
豊

■
定
員
　
先
着

名
（
最
少
催
行
人

富
な
山
菜
の
知
識
に
聞
き
入
り
な
が

員
５
名
）

ら
、
山
菜
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で

■
募
集
締
切
　
７
月

日
（
金
）

き
ま
し
た
。
ま
た
、
初
対
面
の
参
加
者

■
お
問
い
合
わ
せ

12

も
、
山
菜
を
分
け
合
っ
た
り
聞
き

特
産
推
進
室
特
産
推
進
係

あ
っ
た
り
し
て
楽
し
く
交
流
が
で
き

電
話
８
２
‐
２
５
８
９

10

15 22

13
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15

次
の
と
お
り
平
成

（
大
町
市
、
池
田
町
、

馬
村
、
小
谷
村
）

人
か
、
又
は
、
平
成

■
試
験
日

　
第
一
次
　
９
月

　
第
二
次
　

８
月
１
日
（
水
）

10

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員
募
集
に
つ
い
て

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

Ｂ
…

①
大
町
市
・
北
安
曇
郡
内
に
住
民

票
が
あ
り
居
住
し
て
い
る
か
、

採
用
後
に
定
住
で
き
る
人

②
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

（
水
）
ま
で
　
※
土
日
を
除
く

31
年
４
月
採
用

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度)

※
採
用
後
、
長
野
県
消
防
学
校
に

入
校
し
、
消
防
士
と
し
て
の
初
任

科
教
育
を
修
了
し
た
後
、
北
ア
ル

プ
ス
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
大
町

消
防
署
、
北
部
消
防
署
、
南
部
消
防

署
の
い
ず
れ
か
に
勤
務
と
な
り
ま

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

電
話
２
２
‐
０
６
８
８

Ａ

一
般
事
務
（
初
級
）・

Ｂ

土
木
技
師
（
初
級
）

■
募
集
人
数

Ａ
…
若
干
名

Ｂ
…
若
干
名

■
勤
務
先

す
。

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
受
験
資
格

消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）
平
成

５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

Ａ
…
次
の
い
ず
れ
か

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
鹿
島
荘
」

・
介
護
老
人
保
健
施
設
「
虹
の
家
」

・
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

「

13

■
受
験
申
込

・
提
出
方
法
　
申
込
書
等
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域

連
合
事
務
局
総
務
課
総
務
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
細
は
募
集
要
領
を
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
募
集
要
領
、
申
込

書
等
は
、
直
接
受
取
り
の
ほ
か
、

郵
送
請
求
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
入
手
で
き
ま
す
。

・
受
付
期
間
　
８
月
６
日
（
月
）

年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
方
で
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村

松
川
村
、
白

に
居
住
し
て
い
る

31
年
４
月
以
降

北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
」

Ｂ
…
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務

局
■
受
験
資
格

Ａ
・
Ｂ
共
通
部
…

　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
人

Ａ
…

①
大
町
市
・
北
安
曇
郡
内
に
住
民

票
が
あ
り
居
住
し
て
い
る
か
、

大
町
市
・
北
安
曇
郡
内
の
実
家

を
離
れ
て
い
る
が
採
用
後
に
定

住
で
き
る
人

～

８
月
31
日
（
金
）

に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市

町
村
に
居
住
で
き
る
人

■
試
験
日

一
次
試
験

二
次
試
験

11 10

14

。

月

日
（
日
）

月
下
旬

今
月
の
納
税

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
７
月
25
日
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

25
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
８
月
10
日
に
再

振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

税
　
目

固
定
資
産
税

期
　
別

第
２
期

納
期
限

７
月
31
日
（
火
）

税
　
目

国
民
健
康
保
険
税

期
　
別

第
２
期

納
期
限

７
月
31
日
（
火
）

税
　
目

後
期
高
齢
者

期
　
別

第
１
期

納
期
限

７
月
31
日
（
火
）

医
療
保
険
料

16
日
（
日
）

月
下
旬

■
受
験
申
込
受
付
期
間

か
ら
８
月

日

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局

総
務
課
総
務
係

電
話
２
２
‐
６
７
６
４

(11) 広報おたり　平成30年７月号


